
1 目的

「豊島区立学校学キ郊平価ガイドライン(令和3年12月豊島区教育委員会)」に基づく学校1平11三を推進し、第
三者評価委員より学習指導や学校のマネジメント等について専門的視点からの評価を受け、豊島区立学校の教育
水準の向上を図る。

2 第三者調面委員の選定・Ξ

(1)第三者評価委員は、区教育委貝会が、学習指導や学校のマネジメント等につぃての専門性をイiし、か
つ、公立学校管理幟の経験がある外部の専門家の巾から選定する

(2)第三者ヨ判西委員の任期は、 1年とする。ただし再任を妨げない

(3)評価者は、学校運営連絡協議会(学校運営協議会)の開催時等に、学校・地域の実情や、目標達成に
向けた取組の状況を把握するため、学校訪問を行い観察するとともに、校長から聞き取り、実態を把握
する。

(4)第三者二判西委員は、学校の自己ぎ怖缶及び学校関係者ヨ乎価に関する資料が揃い、すべての協議が終了し
た後に、学校が示す改善の方向性に対して専門的な見地から、指導・助言を校長に行う。

(5)第三者評価委員は、改善に向けた支援策を区教育委員会指導課に報告する。
(6)区教育委員会は、棚Q3年に1回の頻度で、全校で第三者ヨ平価を実施できるよう、各中学校ブロック

に、1名以上の外部専門家を第=者評価委員として配置する

豊島区立学校第三者鯏面実施要項

3 第三者調面委員の役割
(1)学校訪問

1 学校経営方針、教育課程、咋年度の学キ郊判而の確認(PDCAサイクルの確3副
2 授業観察、行事観察、校長・教職員等との対話など

(2)学校運営遵谿協議会への参加(オブザーバー)

(3)普及させること力喫ましい優れた取組について情報の収集と紹介
(4)学校1判1価の分析に対する助言

(5)次年度の教育課程編成、学校経営方針作成にかかる助言

報告事項第5号
R45.12 定伊会
;ロ 課

4 三畿・成果物

(D 第三者訊狂委員は、年2回教育委員会に活動した内容等の報告書を提出する。

(2)学校は、第三者評価委員からの助言を受けた時には、その内容や改善への方策についての教育委員会に報
告書を提出する。

(3)学校は随時、学樵平価に基づく改善に努めるとともに、次年度の教育課程、制交経営方針~必司氾女善策を
反映させる
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( 1 )

( 2 )

( 3)

校、訪問回数及て鮒礼等

第者1平1西委員の年問訪問回数は、 1校につき2回 a回 2時問程度)までとする。

第者評価委員には、区の規定に基づき、学校訪問等に対する謝礼金を支払う。

配置校1弍竪(下の通りとする。※御5年度ば鵬北中・西松中・千登飾中・明豊中プロックは、 2棚・応

ブロック 当該校 4年度実施評価委員

駒込中ブロック 駒込中駒込中・仰高小・駒込小
A

巣鴨北中ブロック巣鴨北中・清和小・西巣鴨小・豊成小・朝日小 西巣鴨小

池袋中ブロック れセ袋本町小a蝶中・池袋本町小・れ蟻第一小
B

西池袋中ブロック西れ蟻中・1峻第三小・1畷小・長崎小・富士見台小富士見台小

西巣鴨中プロック 巣鴨小西巣鵬中・巣鴨小・朋有小
C

千登世橋中ブロック 千登世橋中千登世橋中・南"蟻小・高南小・目白小

千川中ブロック 要小千川中・要小・高松小
D

明豊中ブロック 椎名町小明豊中・椎名町小・千早小・さくら小
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6 委員(令和4年度~)

氏名

相原雄三

(あいはらゆうぞう)

111'嵐沽f

(しゾPらしひろこ)

増渕達夫

ほすぶちたつお)

現職

明星大学

特任教授

中西郁

(なかにしかおる)

則上館人学教

授

校長経験

文京区立

関口台町

小学校長

小平11i住

ヒ水中学校長

帝京大学

教授

7 今後の予定

月

令和4年3月

行政経験・専門等

多摩教育事務所指導課長

八王子市教育委員会指導課長

指導部主任指導主事・統括指導主事(学か

指導部上任指導」ミ事(英語教育)

練馬区教育委員会統括;ロ'主事(小中貫

教育担当)

教育庁教育監

※令和2・3年度学樵平価検討委員会委員

長

指〒部主イ耐旨導主事

指導部統括指導主事(特別支援教育)

※令ネロ2・3,4年度特別支援教育検討委

員会委員長

十文字学園女

子大学

教授

令和4年4月

都立北特別

支援学校

内容

第者評価の実施に向けた連絡会(第三者二判而委員対象)

PTA連合会にて、料鰭測西・第三者評価について説明(指導課)

第三者評価の実施に向けた連絡会(対象校校長)

日程調整(学校一第三者訶価委員)

訪問・指導開始(第三者三判Ⅲ委員)

学樵判西実施(学校)

訪問・指導終了(第三者1判而委員)

帳告書の提出(第三者ヨ平価委員)

教育課程の編成(学校)

学校評価まとめ(学校→旨導副

1学期

令和4年12月

令和5年1月

第三者翔西のイメージ

三者評価

学校運営連絡協議会 企画委員会、運営委員会等

1 授業や行事の観察、校長・教職貝等ヒの対話なビ

自己鯏而<中間・年間調西>や学校関係者評価等に基づき、第三者評価委員力疇刊西

区教育委員会へ報告

無



第三者調西委員と学校運営連絡協議会(学校運営協議会)との関係のイメージ

A中学校令和4年度

学校運営連絡協議会

第三者評価委員

B小学校令和5年度

学校運営連絡協議会

次年度

第三者評価委員

3年に1回、き平価者を配置する

C小学校会和年度

学校運営連絡協議会

次年度

第三者調西委員



1 第三者評価について
学校は毎年、学校教育の改善、地域とともにある学校に向けた取組の推進、教育の質の保証・向上

を目指して学校評価を実施している。令和4年度より、豊島区教育委員会が選定した第三者評価委員

が、学校運営連絡協議会(学運協)の開催時等に、学校・地域の実情や、目標達成に向けた取組の状

況を把握するための学校訪問を行い、学校の実態を把握した上て、学校評価にようて示される改善の

方向性について、専門的な見地からの指導・助言を校長に行うこととしている。学校が学校評価にお

いて、より客観的な分析・判断を行い、次年度の教育課程の改善につなげたいと考える。

令和4年度豊島区立学校第三者評価について

2 第三者評価委員一覧(敬称略)
豊島区教育委員会が、第三者評価委員ヒして、学習指導や学校のマネジメント等についての専門性

を有し、かつ、公立学校管理職の経験がある者を選定した。

現職氏名 校長経験

明星大学文京区立相原雄三

(あいはらゆうぞう)特任教授関口台町
小学校長

【写】

行政経験・専門等

多摩教育事務所指導課長

八王子市教育委員会指導課長
指導部主任指導主事・統括指導主事(学

カ)

指導部主任指導主事(英語教育)国士館大学 小平市立

練馬区教育委員会統括指導主事(小中一上水中学校教授
貫教育担当)

帝京大学 教育庁教育監

※令和2・3年度学校評価検討委員会委員教授

長

都立北特別キ旨部主任指導主事十文字学園
支援学校指導部統括指導主事(特別支援教育)女子大学

※令和2・3・4年度特別支援教育検討委貝教授

会委員長

※第三者評価委員の任期:令和4年4月1日から令和5年3月31日(1年間)

五十嵐浩子

(いからしひろこ)

報告事項第2号

令4第4回臨時会

4.4.26指導課

増渕達夫

はすぶちたつぉ)

中西郁

(なかにしかおる)

評価委員

五十嵐先生

増渕先生

3 委員担当校について

ブロック

駒込中プロック

巣鴨北中プロック

池袋中ブロック

西池袋中ブロック

西巣鴨中ブロック

千登世橋中ブロック

千川中プロyク

明豊中ブロック

相原先生

中西先生

駒込中・仰高小・駒込小

巣鴨北中・清和小・西巣鴨小・豊成小・朝日小

池袋中・池袋本町小・池袋第一小

西池袋中・池袋第三小・池袋小・長崎小・富士見台小

西巣鴨中・巣鴨小朋有小

千登世橋中・南池袋小・高南小・目白小
千川中要小幅松小

明豊中・椎名町小・千早小・さくら小

当該校 4年度実施校

駒込中

西巣鴨小

池袋本町小

富士見台小

巣鴨小

千登世橋中

要小

椎名町小

長
無



【参考資料】※豊島区PTA会長研修の資料として配布したものです。
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1学期
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・生伐のアンケート
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連成の大めの計極の修正
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厨託F羣面弱
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人

健章

遭伽

◆教敦貸による詳価

◆係綬者地域住良

アンケート

◆児童・生徒のアンケート

HECK一評

◆教真貸による自巳評価の

粒果を分折

◆改善箪の検討に向け.彦察

ミ学校庭係者評価】
学挟逗言連嶋協議会委貝

(学校連営連銘会委貝)

公

◆日常的な数官括動の参糎

●校長・呉ヒの見交換

土分閼

3孝期

青轟6

ECK

中関解価の誌果について許価

行事.参麹週閃辱の機会に、岳要女
坪侶項目を設建しτ保護春、^民
等を対象に、アンケート重実施・.

{例}

緯が金何壬評価

校匡蛙庫 翫健庫

運"会 体力
保護店

追伽 地域の方土曙授業
Icr

.

【三者評価】
孝校の教育恬勧仁0いて塩観的を観驫

冬学校の学校評冊や学校評価食件の改に向けた

学牧逼営の支投・助官等

及υ学校関保客による坪価の紬果の報杏・分衷

(中闘評価)

自己評

・学校は、編成した教育課程に従う

て、教育活動を展開します。授業や行

事等については、児童生徒及び保護

者からアンケート等実施し、教育課程

の達成状況について自己評価を行い

ます。

白己評及び学校間偶看仁よる評偽、次年度に向けτの改魯策等についτ、侶戟育委

貫会への報倉と学校だよりやホームベジ、保襲岩舎等を通しτの公卑

おける「開かれた教育課程」を実現

'ー^

・学校は、自己評価、学校関係者評価、第三者評価による学校評価の結果を基に、改善に向けた次年度の教育課程の編成を

行います。

ECK一許

奇己評価の轄累の検証と助言

口

f、〔〔

・学校は、自己評価だけtなく、

学校運営連絡協議会(学運協)委

員の方々に、教育活動を参観いただ

きながら、学校の自己評価の結果に

ついτ検証した学校関係者評価を

行います。

官

^^

".

・第三者評価委員は、学校の自己評

価、学校関係者評価て'示された改

善の方向性について、校長に指

助官を行います。

豊島区のすべての区立学校に



豊島区立学校学校評価ガイドライン

令和3年12月

豊島区教育委員会

TOS IMA
郡雛鼈{朧
^,・●・■●,.・^ι、宅



1 学校評価の改・充実

1 目的

(1)学校教育の改善

(2)社会に開かれた教育課程の実現

(3)教育の質の保証・向上

2 学校評価の流れ

(D学校評価の進め方のイメージ

(2)目標設定

(3)積極的な情報提供

(4)結果の報告・公表

目次

Π学校評価の実施

1 自己評価

(1)評価者

(2)実施方法

(3)自己評価を行う際の参考とする資料

①児童・生徒によるアンケート

②保護者によるアンケート

③地域の方によるアンケート

2 学校関係者評価

(1)評価者

(2)評価方法

豊島区が考える第三者評価

(D評価者

(2)評価方法

Ⅲ学校評価の領域・評価項目



学校評価の改・充実

1 目的

今日、幼稚園・小学校・中学校(以下、学校と表す)に対して保そ者等からの関心や期待

が高まる中、学校は、適切に説明任を果たすとともに、保ま者等と学校の状況に関して共

通理解を持ち、相互連携の協力の推進を図ることが必要tある。

また、近年、学校の裁量が拡大し、自主性・自立性が高まる中、学校は、幼児・児童・生徒

よりよい教育活動を享受てきるよう、学校運営の改善ヒ発展を目指し、教育の水準の維持と

向上を図ることが大切tある。

このことを踏まえ、学校評価は、次の3点を主な目的として行う。

(1)学校教育の改善

各学校が、自らの教育活動その他の学校運営につぃて、目指すべき目標を設定し、

その達成状況や達成に向けた取組の適切さ等につぃて評価することにより、学校として

組織的・継続的な改善を図ること。

【学校評価ガイドライン(平成28年改訂文部科学省)】

幼児・児童・生徒が集団生活をする中て、教育の目標が実現されるよう、発達段階に応じ

て、教育内容を体系的に編成し、組織的信十画的に実施することが学校の使命tあり、役割

て、ある。

そのため、学校は教師の指導力の向上を図るヒともに、実態に応じて学校として目指す重

点目標を設定し、その達成の状況や達成に向けた取組の適切さ等を評価し、組織的・継続

的に学校運営を改善する必要がある。

このことを踏まえ、評価活動を通して、教育活動や学校運営について改善を図ιj、質の高

い教育の実現を目指していく

(2)地域とともにある学校に向けた取組の推進

各学校が、自己評価及び保護者なビ、学校関係者等による評価の実施とその結果の

公表・説明により、適切に説明責任を果たすヒともに、保・者、地域住民等から理解と参

画を得て、学校・家庭・地域の連携協力による学校づくりを進めること。

【学校評価ガイドライン(平成28年改訂文部科学省)】

今回の学習指要領には、社会の変化に目を向け、教育が普遍的に目指す根幹を堅持

しつつ、社会の変化を柔軟に受け止めてぃく「社会に開かれた教育課程」としての役割が、

期待されている。



「社会に開かれた教育課程」とは、以下の点を、主な目的としている。

0 社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、よりよい学校教育を通じて、よりよい社会を創る

目標を持ち、教育課程を介して、その目標を社会ヒ共有してぃくこと

0 これからの社会を創リ出してぃく幼児・児童・生徒が、社会や世界に向き合い関わり合い、

自らの人生を切り拓いてぃくために求められる資質・能力とは何かを、教育課程において

明確化し、育んtいくこと

0 教育課程の実施にあたって、地域の人的・物的資源を活用し、求められる資質・能力を

明らかにしたうえt、幼児・児童・生徒の目指すべき姿を社会と共有・連携しながら実現さ

せること

学校は、「社会に開かれた教育課程」の実現に向け、極的に、保護者や地域の方等の

参画を位付けていくことが大切てある。

また、保護者や地域の方等は、学校の教育目標や取組について、願いや意向を述べたり、

評価したりする。加えて、「ビのように幼児・児童・生徒にかかわれぱよいのか」、あるいは、

rビのようにかかわってきたのか」等の視点から、家庭や地域の在り方について考えたり、振

リ返ったりすることにより、それぞれの役割を明確にしてぃくことが求められる。

このことを踏まえ、学校・保護者・地域を結ぶコミュニケーション・'ソールとして学校評価を

活用し、幼児・児童・生徒が育つ姿を共有するとともに、それぞれの役割についての相互理

解を図り、確かな信頼関係を基盤とした地域ぐるみの教育の推進を目指していく。

(3)教育の質の保証・向上

各学校の設者等が、学校評価の結果に応じて、学校に対する支援や条件整備等の

改善措を講じることにより、一定水準の教育の質を保証し、その向上を図ること。

【学校評価ガイドライン(平成28年改訂文部科学省)】

これからの学校には、社会と連携・1勗働した教育活動を充実させることが求められており、

その実現に向け、社会全体て支援等を行うことが必要てある。そのためには、よりよい社会・

学校を創るという目標や課題を共有していくことが大切tある。

また、設者tある区教育委員会が、学校の現状や課題につぃて確実に把握することは、

学校を拠点、とした持続可能な地域づくりのために重要マ'ある。

このことを踏まえ、学校評価の結果を教育委員会に報告することて、学校と教育委員会、

さらに社会全体t目標と課題を共有し、それを踏まえた学校への適切な支援等を行うこと

t、教育水準の保証・向上を目指していく。



2 学校評価の流れ

(D学校評価のPDCAサイクルのイメージ

CHECK一評

◆前年度の学校評価の結果の分析、考察

◆次年度の学校経営方針へ反映する改善策を検討前年度

2月下旬

年度初め

まて、に

斥而永^
◆学校経営方針の作成

◆学校評価、第三者評価委貝からの助言を生かした教育課程の編成

LAN一目標設

◆学校経営方針の明示・明確な重点目標の設定

◆新年度の学校経営方針、教育課程、学校評価項目の積極的な情報提供

(学校運営連絡協議会、保護者会、学校だより・学校ホームページ等)

1学期
DO一実1、

教職員

【自己評価】

保護者、地域の方等への

アンケート

人学式

健康診断

運動会HECK一評価(中間評価)

◆教職員による評価

◆児童・生徒のアンケート

DO一実'、2学期

◆必要に応じて、重点、目標の

達成のための計画の修正

HECK一年間評価

◆教職員による評価

◆保護者、地域住民への

アンケート

◆児童・生徒のアンケート

HECK一評

◆教職員による自己評価の

結果を分析

◆改善策の検討に向け、考察

【学校係者評価】

学校運営連絡協議会委員

(学校運営連絡会委員)

土公開

◆日常的な教育活動の参観

◆校長・教職員ヒの意見交換

士曜公開

HECK一評価(中間評価)

◆中問評価の結果について評価

◆行事、参観週間等の機会に、必要な
評価項目を設定して保護者、地域住民

3学期

音楽会

【第三者】
◆学校の教育活動について客観的な視点からの評価

◆各学校の学校評価や学校評価全体の改善に向けた指導・助吉

◆学校運営の支援・助言等

自己評価及び学校関係者による評価の結果の報告・公表

等を対魚に、アンケートを実施

(伊D

機会 何を評価

健康健康診断

運動会 体力

道徳
土曜授業

ICTの活用

土曜公開

誰が

校医

保護者

地域の方

◆自己評価及び学校関係者による評価、次年度に向けての改善策等について、区教育委

員会への報告と学校だよりやホームページ、保護者会等を通じτの公表

CHECK一評

◆自己評価の結果の検証と助言



(2)目標設定

学校評価を生かした、教育目標の設定のイメーシ

自己評価

一人一人の教員による評価

保護者、地域の方を対象としたアンケート、児童・生徒1-check

自己評価<年間評価>自己評価<中間評価> M岨一^、

授業や行事の観察、校長・教職貝等との対話なビ

学校運営連絡協議会等において学校関係者が評価

企画委貝会、運営委貝会、職員会議等

企画委員会、運営委員会等

第三者

評価は

概ね

3年に

1回の

頻度イ

実施

学校関係者評価

校務分掌等t行う評価

三者評価

企画委員会運営委員会鳳員会議等学校運営連絡協議会

授業や行事の観察、校長・教職員等との対話なビ

自己評価<中間・年間評価>や学校関係者評価等に基すき、第三者評価委員が評価

区教育委員会へ報告

企画委員会・運営委貝会等

0 評価の結果をまとめ、結果と課題を集約し、総合的な評価を行う。

0 それを基に次年度、重点的に取り組むべき施策等をまとめる。

0企画委員会等が総括した自己評価の結果や学校関係者による評価結果、第三者評価委員によ

る評価や助言等を基に、課題の共通把握をする。次年度、重点的に取り組む目標・方針について、

全教職員t検討する。

0職員会議て検討した目キ票方針を基に、校長が決定する。

区教育委員会へ報告

次年度の教育目標、重点化された具体的な目標設定



(3)積極的な情報提供

学校は、保者・地域の方等が適切な評価を行うことがtきるように、学校に関する基礎

的な情報を含め、情報を分かりやすく示す必要がある。年度当初は必ず、学校の運営方針

を発信し、その後も適宜、情報提供を行う。

学校が情報提供する内容御D

学校教育目標、学校経営方針、教育課程、年間指計画①目標及び計画

学校の特色ある教育活動、学校のきまり、学校行事、部活動②学校概要

③学習指とその評価指導計画、学習評価の規準、学習評価の方法

学校評価項目、学校評価規準④学校評価

報提供を行うことて、得られる効果

①保護者・地域等からの理解・信頼の得

学校が重点的に取り組んていること及び学校の成果や努力していることを伝えるととも

に、直面する課題も共有することて、保護者・地域の方等から、理解や支援を得やすくなる

ことが期待tきる。

②保'者・地域等への説明任

学校・保護者・地域が、よりよいパートナーシップを構築し、学校の教育活動に対して、

連携・協働していく上t、学校は、積極的に保護者や地域等に情報を提供するとともに、

学校評価の結果の公表等を通して説明任を果たすこヒがtきる。

③教育内容の改善・充実

学校が、保護者・地域等に広く情報を提供するこヒにより、学校への理解が深まり、より

実態に則したに即した学校評価の結果を得ることがてきる。さらに、学校が評価に対して、

適切な対応を行うことにより、学校の教育の質の向上につながることが期待てきる。

(4)結果の報告・公表

雁稟尻^
学校は、自己評価・学校関係者評価の結果を、学校の設者てある区教育委員会に

報告する。報告は、教育委員会が作成する報告書の様式にようて行う。

区教育委員会は、報告を踏まえ、学校に必要な支援等を行う。

雁稟房否剥
学校は、自己評価・学校関係者評価の結果を広く公表することにより、改善の方向を明

確にし、次年度以降の教育課程へ反映させ、よりよい学校づくりへの協力を依頼する。

なお、学校評価の結果に基づいた学校の改善策等につぃても公表する。

①内容・方法

学校は、学校評価の結果を学校だよりやホームページなビて公表するとともに、保護者

会、PTA総会なビマ'周知する。

区教育委員会は、全体的な課題について教育委員会定例会や校長会なビて公表する

②時期

学校は、学校評価の結果と改善の方向性等について、年度内に公表する。学校経営方

針や重点施策なビにつぃては、次年度当初に説明の機会を設け、広く周知する。

区教育委員会は、次年度当初に、教育委員会定例会て報告する。

等
等
等
等



Ⅱ 学校評価の実施

1 自己評価

(D評価者

自校の全教職員

(2)実施方法

①自己評価は、学校評価の最も基本となるものtあり、校長のりーダーシップの下、自校

の全教職員が参加し、設定した目標や具体的計画等に照らして、その達成の状況や達成

に向けた取組の適切さ等について1判西を行う。

②自己評価は、各学校の実態に応じて、教育活動の区切りとなる適切な時期に行うこと

が、3、さわしい。少なくとも、中間評価・年間評価の年度内に2回は実施する。その結果に基

づき、学校関係者による評価を実施することを通じて、年度末には各学校の重点目標や

方針を見直し、よリ充実した教育活動の展開につなげる。

③児童・生徒や保護者、地域の方等によるアンケートによる評価結果は、自己評価を行う

際の参考資料とする。

3)自己評価を行う際の参考ヒする資料

①児童・生徒によるアンケート

丙画
区内小・中学校に在籍する児童・生徒

医施西
0「児童・生徒たちが輝くクラスづ'くりのための質問紙調査『i-check』」から抽出した設

問の結果を、「児童・生徒による学校評価アンケート」として活用する。

0授業アンケートや学校生活アンケート等についても、自己評価の参考資料として扱う。

0アンケート結果の数値だけてなく、日頃の学校マ'の児童・生徒の様子等についても評価

する際の評価材料ヒすることて、学校の実態に応じた、多面的な評価を行う

②保・者によるアンケート

因西
区内幼稚園、小・中学校に在籍する幼児・児童・生徒の保護者

厘匝西
0教育委員会の設定した豊島区立学校共通の評価項目に沿うて、学校は「具体的な姿」、

r具体的な場面」を独自に設定する。その際、学校の実態と照らし合せながら、保護者

が評価やすいよう、工夫する。

0幼児・児童・生徒1人につき、1回答を保護者に依頼する。同一校に兄弟姉妹が在籍す

る際には、1 家庭1回答のみt構わない。

0アンケートの形式は、紙tの回答・オンライン回答なビ、学校の実に応じて設定する。

オンライン回答が難しい場合は、個別に紙ての回答に変更するなビの対応を講じる。

0保.者会・面談等tの聞き取り、授業参観アンケートや学校行事後のアンケート等につ

いても、自己評価の参考資料として扱う。



③地域の方によるアンケート

丙亜
保護者以外の学校近隣の住民、学校校医や学校行事等における協力者、区民ひろば手1

用者、学校近隣地域の就業者等

厘死秀剥
0学校は、様々な機会に地域の方が適切に評価tきるよう、区教育委員会が設定した学

校共通の評価項目に沿って、r重点的な取組内容」「取組場面」を独自に設定し、アン

ケートの依頼をする。

0アンケートの作成にあたっては、区の共通項目を参考に、評価項目の一部を抜き出した

り、質問内容を具体的にするなビエ夫を行う。

0学校公開や学校行事後のアンケート等についても、自己評価の参考資料として扱う。

0日頃から幅広く情報を発信し、地域の方が必要な情報を適切に得られるようにする。

2 学校関係者評価

(1)評価者

学校運営連絡協議会委員(学校運営連絡会委員)

※幼稚園の学校運営連絡協議委員(学校運営連絡会委員)の構成に、近隣小学校長

を含める。

※小・中学校の学校運営連絡協議委員(学校運営連絡会委員)の構成に、中学校ブ

ロック内の管理職等を含める。

(2)実施方法

①評価者は、評価を進めるにあたり、授業や学校行事の参観して、幼児・児童・生徒の実

態の把握、施設・設備の観察、校長をはじめ教職員との対話等を行う。また、対話等を通じ

て、学校の状況について、相互の共通理解を深めるよう留意する。

②学校運営連絡協議会(学校運営連絡会)ては、自己評価のための資料をはじめ、各種

資料の検証、学校の諸活動の観察等を通じて、学校が行った自己評価の結果及び結果

を踏まえた今後の改善方策について評価を行う。

具体的には、

0 学校の指導の重点や自己評価の評価項目は適切か

0 自己評価の結果の内容は適切か

0 自己評価の結果を踏まえた今後の改善方策は適切か

0 学校運営の改善に向けた取組内容は適切か 等を評価する。

③学校及び学校関係者評価の評価者は、学校及び学校関係者評価の評価者は、学校と

保。者・地域を結ぶコミュニケーション・'ソールヒして十分に活用する。

④学校評価は、その結果の報告書の作成自体が目的化するといった「評価のための評価」

ヒなることなく、今後の改善につながる実効性ある取組とする。



3 豊島区が考える第三者評価

第三者評価は、学校の取組や特色、教育課題等を明らかにし、学校の評価を発信したり、

支援したりすることて、教育活動の充実を図る。

評価者(第三者評価委員)

区教育委員会が、外部の専門家を第三者評価委員として選定する。

※学習指'や学校のマネジメント等についての専門性を有し、かつ、公立学校管理職

の経験がある者

(2)実施方法

①区教育委員会は、概ね3年に1回の頻度て、第三者評価を実施てきるよう、各中学校ブ

ロックに、1名の外部専門家を第三者評価委員として配する。

②評価者は、学校運営連絡協議会(学校運営協議会)の開催時等に、学校・地域の実情

や、目標達成に向けた取組の状況を把握するため、学校訪問を行い観察するとともに、校

長から聞き取リ、実態を把握する。

③評価者は、学校の自己評価及び学校関係者評価に関する資料が揃い、すべての協議

が終了した後に、学校が示す改善の方向性に対して専門的な見地から、指・助言を校

長に1テう。

④評価者は、①~③について、すべてが終了したら、改善に向けた支援策を区教育委員会

担当課に報告する。

第三者評価委員ヒ学校運営連絡協議会(学校運営協議会)ヒの関係のイメーシ

A中学校令和4年度

学校営連絡協議会

第三者評価委員

B小学校

学校運

(3)第三者評価委員の取組

①専門的な分析や助言によって、学校の優れた取組や学校の課題とそれに対する改善

方策を明確にし、具体的な学校運営の改善に資する。

②専門的な立場からの評価を得ることt、学校だけイは改善が困難な課題については、

その支援策を学校とともに講じるとともに、教育委員会へ報告する。

令和5年度

'協議会

次年度

第三者評価委員

3年に1回、評価者を配する

C小学校令和6年度

校運営連絡協議会

次年度

第三者評価委員



Ⅲ学校評価の領域・評価項目

1 豊島区立学校共通の領域・評価項目を設定した評価の実施

(1)領域・評価項目の設定について

①豊島区教育ビジョン20lqに沿った領域評価項目を設定する。

②区教育委員会と学校が緊密に連携して、教育活動の改善・充実を図ることがてきる

ようにするため、「自己評価」r保・者・地域の方によるアンケート」の領域・評価項目を

豊島区立学校て共通にする。

◆領域

Ⅵ一2

就学前から小学校・中学校への円滑な接続

確かな学力の育成

豊かナよ,曽の育成

健やかな体の育成

一人一人を大切にする教育の推進

教師力の向上と魅力ある学校づくり

家庭・地域との連携

特色ある教育活動

働き方改革

◆評価項目

Ⅱ一 1

Ⅱ一2

学校は、関係諸機関等(保育園や幼稚園、小学校、中学校)と連携を図ろうと
している。

学校は、子供の学力の定着・向上のために、わかりやすい授業を行っている。

学校は、1CT機器やタプレット端末等の活用により、わかりやすい授業の実施

や子ビもの学びの,欲の向上に取り組んマ"いる。

学校は、道徳科の時間を含めた全教育活動をとおして、互いの良さを尊重

し合う温かい学校づくりを推進している。

学校は、生命を大切にする態度や思いやり、優しい心を育てている。

学校は、子供の体力向上や健康の促進に、極的に取り組んtいる。

学校は、充実した食育指導を通して、健康教育に取り組んている。

学校は、いじめ防止等(未然防止、早期発見、早期対応)に学校全体t組織

的に対応している。

学校は、子供たちの気持ちを理解するために、一人一人に寄り添いながら、

指を行っている。

学校は、特別支援教育や発達害等に関して、一人一人に適切な指導を

行うている。

学校は秩序があり、子供たちは落ち着いて学校生活を送っている。

学校は、保護者や地域の方の見や要望を受け止め、学校改善に生かして

いる。
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VⅡ一 1
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Ⅷ一1

学校は、学校や子供たちの様子を、学校だよりやホームページ、学校公開等

にようて、分かりやすく伝えている。

学校は、家庭や地域と協力しながら子供を教育してぃる。

学校は、00000への取組に関する教育を推進している。

学校は、校務支援システムの活用やrチーム学校」を意識した業務分担等に

より、組織的に業務の効率化・最適化を目指して取り組んtいる。
I×-1

(2)学校の実態に応じた具体的な姿等の設定につぃて

①区教育委員会が提示する領域・評価項目の中て、各学校が取り組んだ特色ある活動

や重点的な取組なビにつぃては、学校が独自の設問を設定することがてきる。その際は、

保・者や地域の方が回答しやすぃようにその活動のねらいや取組を十分説明する。

②集計、分析等に要する事務量にかんがみ、学校の重点目標ヒ評価項目等との関連を図

りつつ、適切な内容を設定する。

(3)数値による評価について

「自己評価」r保護者・地域の方によるアンケート」の評価については、次の数値基準を

設け、評価する。

24 3

とても達成されているほぼ達成されているあまι1達成きれτいないほとんビ達成されτいない

ほぼtきてぃる あまりtきてぃないほとんビtきてぃないヒてもtきてぃる

ほぼ思うヒτも思う あまり思わない ほとんビ思わない わ力

ほぽよい あまりよくないとてもよい ほとんビよくない

ほぽあてはまるとてもあてはまる あまりあてはまらないほとんビあてはまらない

* r0 わからない」については、各学校の実態に応じて、設定の有無を検討する。

(4)児童・生徒によるアンケートの工夫

「自己評価」「保・者・地域の方によるアンケート」の中t取リ上げるべき評価項目を

豊島区立学校イ共通にすることを踏まえ、児童・生徒に対する意識調査等については、

r子供たちが輝くクラスづくりのための質問紙調査『i-check.」から抽出した設問の結果

を「児童・生徒による学校評価アンケート」として活用する。
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